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生存権運動の報告 
 

2013 年から始まった生活保護基準の過去最大規模の削減、各地で多くの反対の声が

上がりました。JCIL でも生活保護を利用している当事者が「生活保護の改悪に反対す

る人々の会」を結成、集会や街頭情宣、行政交渉などの活動を行ってきました。JCIL

の当事者も原告になっている生活保護基準引き下げ反対の訴訟は、約 30 の裁判所と

1000 人を超える原告が提起する大きな裁判となって闘われています。 

提訴から約 7 年となる裁判は、昨年の名古屋地裁を皮切りに各地で判決が出されて

います。今年 2 月には、大阪地裁で勝訴判決が出ました。コロナ禍で多くの人々が困

窮に陥る中、国もようやく「生活保護は権利」との呼びかけを行うようになり、地方

自治体でも利用を呼びかける広報が多く出されています。 

こうした良い流れに反して先日 9 月 14 日、京都地裁は原告の訴えを退けました。

厚労大臣の裁量を大幅に認め、「国民感情」や国の財政事情を判断基準として認める

など、法の趣旨を捻じ曲げるような内容でした。当日の原告集会では JCIL の当事者

も含め、多くの人が抗議・怒りの声を上げ、裁判は控訴審に移ります。 

生活保護の引き下げ・改悪に反対する声を多くの市民に届けようと企画したデモ行

進も今年で 3 回目となり、先日 9 月 25 日、約 80 名の参加者を集め市役所前から四条

河原町まで歩きました。「生活保護はみんなのものだ」「たまにはウナギも食べたいぞ」

と大きな掛け声が河原町通りに響きました。 

生活保護基準は、様々な制度に連動する「福祉の岩盤」であり、これ以上の貧困は

許さないというラインです。これを引き下げることは、生活保護を利用していない人

たちの生活にも深くかかわっています。生活に困った時に、誰もが当たり前に利用で

きる制度にしていくために、これからも活動を続けます。        （脇坂） 

 

京都新聞 9 月 26 日 
 



 

 

① 大倉 裕子（おおくら ゆうこ） 
② 7 年前から 

③ 当時 JCIL で介助者をしていた友人からの紹介 
④ 介助と、8 月から（わりと突然！）コーディネーター

を引き継いでやっています。 
⑤ 大切にしていること：おいしい食事 

これからしたいこと：旅行、遠方の友達を訪ねたり 
 
迷惑をかけつつコーディネーターがんばりますので、よ
ろしくお願いします。 

職員自己紹介 
①なまえ  ② JCIL との関わりはいつから？ 
③ きっかけは？ ④ どんな仕事をしていますか？ 
⑤ 大切にしていること・これからしたいこと 

京都新聞 8 月 23 日 
 

 
「知的障害のある
人の自立生活」
を テー マ に し た居 場
所 づくり勉強会 を
企画中です。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「施設」が始まる場を捉える感性のために 

酒井 佑介 

※ 居場所づくり勉強会 第 67 弾  2021/5/25 ※ 

 「脱施設化をどう進めるか～日本の現状とこれからの課題～」 
 

学習会見逃した方、復習したい方、ご覧くださいー。 

脱施設化勉強会限定配信 URL https://youtu.be/z4YDhycMRFY 

勉強会での議論に耳を傾けている間、ずっと
頭を離れなかった人がいる。かつて 30 年間入

所施設での暮らしを余儀なくされ、その後地域
で生活するようになって 20 年近く経った今な
お、施設について考え、施設が自身に刻印した
ものと向き合いながら、いかに施設的なものを
回避できるか、介助者とともに模索する日々を
送っている当事者の方である。その方があると
き私に言った。「30 年間ずっと理由がわからな
かった」と。この「理由」という表現は、短期
間ながら高齢者の入所施設に勤務した経験のあ
る私の実感にも通じるものだった。施設の職員
だったとき、私は自分が誰のために何をしてい
るのか、まるでわからなかった。入所者はもち
ろん、職員だって望んでいない、予め決められ
た業務を決められた仕方でただ終わらせる。そ
して予定されたその流れを邪魔するものは何で
あれ無視し、軽視し、排除する——それは職員
である私が自分の感じていることをみずから不
要なゴミとして排除させられる日常でもあっ
た。なぜこの世界にこんなことが存在するの
か、あるいはむしろ、なぜこんなことが存在す
る世界でなければならないのかと問う日々だっ

た。 
そもそも、なぜ「施設」は作られなければな

らなかったのか？ 健常者中心の社会秩序を乱
さぬよう、特定の能力基準から逸脱した者を穏

便に、かつ手っ取り早く排除する仕組みとし
て、だろうか？ そう言うことはできるし、そ
うなのかもしれない。でもそうだとしても、や
はりまだ「理由」がわからないとずっと思って
きた。というのも一人の生活者の実感として、
施設の外に施設（性）がないとはどうしても思
えないからである。 
勉強会では、「脱施設化をどう進めるか」とい

うテーマで、実態から乖離した制度の不備や矛
盾点がときに統計データとともに、説得力をも
って示された。現行の制度や予算が当事者の実 

情を汲んでいないのはあきらかだ。だが施設の
根本的な原因が施設の外にあるとしたら、たと

え制度上で脱施設化が成っても問題は残るので
はないか。「施設」はなくすだけでなく、その
芽をつど摘めるよう日々感じ取られねばならな
いのではないか。 
実際「施設性はどこまでいっても残る」とい

う発言も聞かれた（樋口氏）。個人の生活に赤
の他人が介入するかぎりは、と。ならば、他者
が介入するというこの基本的な営みのなかに何
があるのか、と問うてみる。なるほど人の動き
は、他者の動きに影響する物理的な効果を、あ
る種の強制的な「力」としてもつ。私が立って
いる位置に、あなたは立てない。あなたは私が
立っている位置を迂回して動く道を探る必要が
ある。だが私がそこに立っているのは、あなた
がそこに立っていたからかもしれない。あるい
はあなたが何か話すなら、私は黙るだろう。私
が突然右手を上げれば、あなたは話を中断して
顔を上げ、立ち上がるかもしれない。それはあ
なたが私の動きに「自律性」を奪われたからだ
ともいえるが、あなたの言葉が私の挙手を促し
たからだともいえる。ここに、私たちの根源的

な暴力性も、またそれをうまく調整して回避す
る可能性もある気がしている。 
現に、一対一の居宅介護にも「施設」はあ

る。むしろ差し向かいで向き合うぶん、リスク

はより高いともいえる。でもだからこそ、「施
設」が始まるその瞬間を意識的に捉える感性を
互いに養い、試行する場が作られる。障害者の
地域における自立生活は、そうした「脱施設
化」の実践でもあるのだと思う。 
追記：読んで分かりにくいと思った方や興味

を持ってくださった方、ぜひお話ししましょ
う。気軽にお声がけください。 

 

https://youtu.be/z4YDhycMRFY


 

 

京都新聞 9 月 14 日 
 

本体活動について、香田さんがインタビュー取材を受けられました。  
「本体っていったい何してるのかな？」と思っているかたも少なくないのではな
いでしょうか？  
そんな方はぜひこの記事を読んでみてください。   
介助は、障害者が健常者と分けられることなく一緒に生きていけるようにするた
めにとても重要ですが、本体活動も同様に必要とされているものだと思います。 
本体活動がなぜ大事なのか、どんなふうに障害者含む社会全体を良くしてきたの
か、みなさんに理解を深めていっていただけることを願っています。  

（岡山） 
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